
○ 公１事業

⑴ スポーツの振興に関する事業
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平成26年度　事業報告書

事業名 概要 実施期間 会場 予定人員 本年度実績 増減

　 教育・文化・スポーツ系の教室、大会の開催、体育施設の管理運営を通じてスポーツの振興と県民の心身の健全な発達に
寄与する事業

1,001

多世代交流スポーツ教室
スポーツを通して多世代間の交
流を深め、運動を楽しみ健康維
持・増進を図りました。3教室

通年

県立体育館
本館・補助館
10月～
ウエーブへ

1,005 770 △ 235

こどもスポーツ教室
体操・フットサル・バドミントン
22教室

通年

県立体育館
本館・補助館
10月から一部
1月～ウエーブへ

17,262 18,263

526

健康維持・増進
スポーツ教室

健康体操・リズム体操　3教室 通年

県立体育館
本館・補助館
10月から一部
1月～ウエーブへ

1,384 2,109 725

競技スポーツ教室
各種競技スポーツの普及と県民
の健康維持・増進に寄与しまし
た。12教室

通年

県立体育館
本館・補助館
10月～
ウエーブへ

5,344 5,870

親子スポーツ教室

こども（2歳～未就学児）と保護
者とで楽しく安全に体操行うこと
で、こどもの健康な発育・発達に
寄与しました。2教室

通年
和歌山ビッグウエーブ
サブアリーナ

4,212 5,016 804

△ 1,285
健康維持・増進
スポーツ教室

健康体操・リズム体操・エアロビ
クス等　8教室

通年
和歌山ビッグウエーブ
武道場

7,872 6,587

△ 1,105

健康運動指導士等
派遣事業

市町村・地域・団体等の依頼に
より、健康・体力つくり、スポーツ
等の指導・講演等を行うために
指導者を派遣しました。

4月・10月・2月

川永地区（老人クラブ）
県老人クラブ連合会
広川町老人クラブ
市男女共生推進課

0 100 100

健康維持・増進
スポーツ教室

ヨガ・フラダンス等13教室開催 通年
和歌山ビッグ愛
6F教室

6,029 4,924

4

事業課　　　計 43,108 43,643 535

リラクゼーションヨガ
身体と心のリフレッシュやリラク
ゼーションを目的としたヨガ教室
を行いました。

通年 601号室 1,000

健康運動指導士等
養成事業

大学・専門学校・市町村・地域・
団体等の依頼により、健康・体
力つくりの指導者養成のための
実習を実施しました。

6月・8月・2月
大阪リゾート＆スポーツ
専門学校
関西大学

0 4

1,000 0

ヨガ・深めるヨガ
体のバランスを整え、体のゆが
みや腰痛等の改善を目指したヨ
ガ教室を行いました。

通年 601号室 1,320 940 △ 380

△ 60

ハワイアンフラダンス
(午前・午後[初級・中級])

ハワイアンのリズムに合わせて
全身運動とダンスの習得を目指
しました。

通年 601号室 1,400 1,400 0

リラックスアロマヨガ
(午前・午後)

アロマを炊くことでリラックス効
果を高めたヨガ教室を行いまし
た。

通年 601号室 2,080 2,020

△ 90

ベビーマッサージと
ママの骨盤調整ヨガ

親と子のスキンシップを通して
「絆」を深めることや、産後の骨
盤調整を目的としました。

通年 601号室 800 350 △ 450

ベリーダンス
(ポスチャーベリー・
オリエンタルベリーダンス)

ベリーダンスで体幹を強化し、
健康でバランスのとれた体を目
指しました。

通年 601号室 720 630

△ 152

mama 　&　babyの英語で体
操教室

外国人講師による英語を使った
体操教室を行いました。
対象：３歳まで

10月～ 601号室 1,600 101 △ 1,499

昼ヨガ(健康体操)
昼休憩の最初に、体をほぐす椅
子に座ったヨガ(体操)を行いまし
た。

通年 601号室 640 488

260ピラティス

骨盤・背骨・肩甲骨を正しい位
置に整える体幹トレーニングで
す。身体の調子、個人のペース
に合わせて行いました。

1月～3月 601号室 0 260



事業名 概要 実施期間 会場 予定人員 本年度実績 増減
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満月の日にヨガ体験教室
体のバランスを整え、体のゆが
みや腰痛等の改善を目指したヨ
ガ教室を行いました。

8月 展示ホール 30 54 24

17

たっぷりヨガ

トリドーシャバランスシステム（ヨ
ガの基本プログラム）を１クール
通して、ロングバージョンで行い
ます。

3月
和歌山ビッグ愛
601号室

0 15 15

ピラティス体験会

骨盤・背骨・肩甲骨を正しい位
置に整える体幹トレーニングで
す。身体の調子、個人のペース
に合わせて行いました。

11月 展示ホール 30 47

20

ビッグ愛　　　計 9,620 7,325 △ 2,295

ファミリースポーツ教室

健康体力つくりや多世代の交流
を目的に他種目の教室を開催し
ました。
ソフトテニス、ショートテニス、テ
ニス卓球、バドミントン、新体操
の教室を行いました。

通年
大ホール
軽運動場

4,700

姿勢改善ヨガ
ストレッチポールを使い、体の歪
み改善を目的とします。

3月
和歌山ビッグ愛
601号室

0 20

4,625 △ 75

ビッグホエールスポーツ教
室

小・中学生を対象にバスケット
ボール、バレーボール、屋内
ホッケーの種目で運動の楽しさ
とより高い技術の習得やルール
やマナーを指導しました。

通年 大ホール 1,420 1,460 40

△ 170

リラックスアロマヨガ

ヨガのポーズ、呼吸、瞑想を三
位一体とし、心と体の声を聞き
ながら心身のバランスを整える
教室を行いました。

通年 軽運動場 528 520 △ 8

フットサル教室

小学生を対象にフットサルを通
じて運動の楽しさとより高い技
術の習得やルールやマナーを
指導しました。

通年 メインアリーナ 680 510

△ 5

新体操教室

小学生を対象に新体操を通じて
運動の楽しさとより高い技術の
習得や集団で行動するうえでの
ルールやマナーを指導しまし
た。

通年 軽運動場 570 380 △ 190

エアロ教室
音楽に合わせ楽しく有酸素運動
する中で疾病リスクを減小させ、
健康増進を図りました。

通年 軽運動場 690 685

0

なぎなた教室
なぎなたを通じて運動の楽しさと
より高い技術の習得や健康増
進を図りました。

通年 武道場 530 430 △ 100

健康フラダンス教室
ハワイアンのリズムに合わせ楽
しく体を動かし、健康増進を図り
ました。

通年 武道場 930 930

△ 272

錬成剣道教室
経験のある中学生を対象に日
本古来の伝統文化である剣道
を正しく指導しました。

通年 武道場 665 875 210

初級柔道教室
最小施行人員に達せず、開催し
ませんでした。

通年 武道場 272 0

20

堺ブレイザーズバレーボー
ル教室

様々な練習方法で元プロバレー
ボール選手が楽しく指導し高い
技術の習得と健康増進を図りま
した。

11月～3月 メインアリーナ 0 217 217

トライアンズチアリーダーア
カデミー

チアダンスを通じて、子供たちの
運動能力・リズム感・協調性の
向上を図りました。

9月～3月 控室１ 0 20

875

ビッグホエール・ビッグウエーブ　　　計 11,185 11,727 542

親子体操教室
親子のふれあいを通して、運動
する楽しさを体験しました。

通年
河西緩衝緑地
　西松江緑地
　　体育館

840

スポーツ大会（フェスタ）
健康の増進と競技力向上を目
的に剣道大会を開催しました

９月
大ホール
メインアリーナ
武道場

200 1,075

530 △ 310

幼児・児童体操教室
マット運動を中心に運動する楽
しさを体験し、運動能力の向上
を図りました。

通年
河西緩衝緑地
　西松江緑地
　　体育館

448 904 456

15ヨガ教室
ゆっくり体を動かし、心も体もリ
フレッシュしました。

通年
河西緩衝緑地
　西松江緑地
　　体育館

720 735
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⑵ 県民の心身の健康保持増進に関する事業

名 名 名

ハワイアンフラダンス教室
ハワイアンミュージックに合わせ
ながら、心も体もリフレッシュしま
した。

通年
河西緩衝緑地
　西松江緑地
　　体育館

240 243 3

△ 7

キッズフットサル大会
ルールを守り、日頃練習の成果
を発揮し、豊かな心身をつくる機
会を提供しました。

１０月
河西緩衝緑地
　西松江緑地
　　体育館

180 149 △ 31

シニアソフトボール大会
相互審判で交流を深めながら、
スポーツを楽しむ機会を提供し
ました。

１１月
河西緩衝緑地
　西松江緑地
　　野球場

66 59

△ 21

ピラティス体験会
ストレッチとエクササイズで、し
なやかな身体づくりを行いまし
た。

３月
河西緩衝緑地
　西松江緑地
　　体育館

0 27 27

成人バスケットボール大会
相互審判で交流を深めながら、
スポーツを楽しむ機会を提供し
ました。

３月
河西緩衝緑地
　西松江緑地
　　体育館

160 139

1

卓球大会
ビギナー・マスターの2クラスで
順位を競りました。

4月・6月・8月
県立体育館
本館

160 128 △ 32

河西緩衝緑地　　　計 2,654 2,786 132

健康運動教室
18歳以上を対象にストレッチを
中心に健康運動を実施しまし
た。

通年
（4月～12月）

県立体育館
補助館

24 25

41

バレーボール交流大会
バレーボール愛好者を対象に
大会参加の機会をつくり、交流
の場を提供しました。

中止
県立体育館
本館

48 0 △ 48

サッカー教室
小学生を対象にアルテリーヴォ
和歌山と協力して実施しました。

7月
県立体育館
本館

60 101

△ 28

スポーツ体験教室
個人や少人数のグループでも
気軽にスポーツ活動ができるよ
うに実施しました。

通年
県立体育館
本館

750 1,052 302

堺ブレイザーズ
バレーボール教室

Vリーグチームの堺ブレイザー
ズに委託して、バレーボール教
室を実施しました。

年10回
（6月～9月）

県立体育館
本館

60 32

△ 80

Fun-Fitness

筋力トレーニングと有酸素運動
を交互に行い、健康的な体をめ
ざしました。運動の持つ爽快感
や達成感を参加者で共有し、運
動習慣づくりを目的として実施し
ました。

年14回
（6月～12月）

県立体育館
補助館

0 94 94

ファミリーふれあい広場
スポーツをとおして、家族のふ
れあいを目的に実施しました。

中止
県立体育館
本館

80 0

△ 219

スポーツ吹矢教室
スポーツ吹矢の楽しさを学ぶと
ともに参加者同士の交流を図り
ました。

通年
県立武道館
武道場

320 205 △ 115

県立体育館　　　計 1,182 1,432 250

親子体操教室
英語に親しみながら親子のスキ
ンシップを図りました。

通年
県立武道館
武道場

300 81

△ 80

夏休み親子体操教室
参加対象を広げ英語に親しみな
がら親子のスキンシップを図り
ました。

夏休み期間中
県立武道館
武道場

15 17 2

ＦＵＮ－ＦＩＴＮＥＳＳ

簡単な動きの繰り返しでメリハリ
の有るボディラインを作り体質
改善を図りました。
（子育て応援プロジェクト）

通年
県立武道館
武道場

340 260

△ 15

無料親子体操体験会
英語に親しみながら親子のスキ
ンシップを図りました。

11月
県立武道館
武道場

0 7 7

ラフターヨガ
笑いとヨガの呼吸法を組合わせ
健康な身体づくりと仲間づくりを
目指しました。

11月・2月
県立武道館
武道場

30 15

増減

秋の健康ウォーク

約2時間の散策をとおし、楽しく
健康、体力つくり、史跡見学を
行うと同時に相互の親睦と交流
を深めました。

11月
姫路城を中心に神戸異
人館など

0 98 98

県立武道館　　　計 1,005 585 △ 420

事業名 概要 実施期間 会場 予定人員 本年度実績
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⑶ 体育施設の管理運営に関する事業
　 全施設の全般的・統括的な管理運営業務及び貸与業務を担当し、体育施設管理士、体育施設
運営士、プール衛生管理者等の有資格者を配置し、スポーツ施設としての専門的知識を持った者
による管理運営を行いました。なお、警備業務、機械設備管理業務と保守点検業務は、外部に委託
等をすることにより、安心、安全な施設を保持しました。

○ 和歌山ビッグホエール、武道・体育センター和歌山ビッグウエーブ
○ 河西緩衝緑地内体育施設

湊緑地ソフトボール場、湊緑地テニスコート
松江緑地多目的運動広場、松江緑地テニスコート
西松江緑地体育館、西松江緑地野球場、西松江緑地陸上グラウンド
河西公園テニスコート、河西公園プール

○ 和歌山県立体育館
○ 和歌山県立武道館

その他、施設の利用促進及び管理運営上必要な業務を行いました。

△ 260

ハワイアンフラダンス＆ベ
リーダンスフェスタ

フラダンスとベリーダンスの発表
会を通じ、地域の方々の健康つ
くりに寄与しました。

８月 ホール 200 71 △ 129

氣功
「気功法」と「呼吸法」を取り入れ
て自己治癒力を高め、健康つく
りを目指しました。

通年 601号室 600 340

△ 29

健康レクリエーション
レクリエーションを通じて、コミュ
ニケーション力や表現力を養う
支援者を養成しました。

10月～1月 展示ホール 50 48 △ 2

健康セミナー
講師を招いて、地域の健康意識
や健康増進を目的としました。

7月・11月 1201号室 50 21

△ 40

和歌山ビッグ愛　朗読会

本に親しみを感じていただくきっ
かけとして地域の方や小学生の
皆さんを招待し開催しました。
福山朗読教室　朗読グループ
イーマと共同開催としました。

2月 展示ホール 0 120 120

ハイキング
ハイキング通じて、健康保持
や、健康と体力向上のきっかけ
づくりに寄与しました。

雨天により中止
近畿圏内のハイキング
コース

40 0

10

ラジオ体操
地域住民の健康保持に寄与す
る事業を開催しました。

8月～
土日祝と12月29
日～1月2日の期
間を除く平日

ビッグホエール
エントランス前

0 4,901 4,901

オリンピアンふれあい交流
事業

バレーボールのオリンピアンを
招き小学性に指導を行う事業を
開催しました。

2月 メインアリーナ 80 90

266

ふれあいフェスタ
地域住民がふれあうことで、地
域の活性と避難場所として周知
を図りました。

9月
県立体育館
全館

500 2,098 1,598

障がい者支援教室（ぐりっと
ら）

障がい等のある子どもたちの身
体的に必要な動作の維持向上
を図る為、障がいを持つ親の団
体が主催する体操教室を支援し
ました。

通年 軽運動場 0 266

26

ラジオ体操＆健康ウォーク

地域住民と一体となって健康づ
くりを推進することを目的とし
て、中之島公園グラウンドで実
施しました。

10月～
土日祝と12月29
日～1月2日の期
間を除く平日

中之島公園グラウンド 0 1,120 1,120

フラワーアレンジメント教室

文化的な教室を開催することに
より、新たな利用者層の開拓を
目的としました。また、教室作品
を体育館内に展示し、花の持つ
癒しと安らぎを利用者に提供し
ました。

年7回
（4月～9月）

県立体育館
小会議室

0 26

△ 15

地域交流イベント
地域の皆様と交流を行い、相互
の発展を目指しました。

年１回
県立武道館
武道場

0 56 56

座禅教室
心と身体を癒しﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝを図
りました。

年2回
（11月・3月）

県立武道館
武道場

30 15



○ 公２事業

⑴ 広大な緑地を活用した体験型事業

名 名 名

名 名 名

名 名 名

名 名 名

名 名 名

⑵ 緑化推進のための各種教室事業

名 名 名

名 名 名

名 名 名

名 名 名

名 名 名

名 名 名

名 名 名

名 名 名

名 名 名

名 名 名

⑶ 地域協働型公園づくりの基盤となる公園等の基礎的管理及び整備事業

　 公園の全般的・統括的な管理運営業務を担当し、公園管理運営士等の有資格者を配置し
公園緑化施設としての専門的知識を持った者による管理運営を行いました。なお、警備業務
植栽管理、機械警備管理業務と保守点検業務は、外部に委託し、安心、安全な公園を保持
しました。

　 その他、緑地の利用促進及び管理運営上必要な業務を行いました。

　 公園文化の創造と展開のために、県民に癒しと安らぎを与え、地域住民が集う地域協働型を基調とし、施設の活性化を
目的とした都市公園の運営・管理を行うことにより利用の促進を図る事業

事業名 概要 実施期間 会場 予定人員 本年度実績 増減

△ 200

お手蒔き苗木記念植樹

平成２３年５月２２日に田辺市で
開催された「第６２回全国植樹
祭」において天皇皇后両陛下が
お手蒔きされた苗木の記念植樹
を行いました。

１０月
河西緩衝緑地
　東松江緑地
みんなの原っぱ

0 32 32

ウォーキング大会

桜満開の時期に地元自治会及
び新日鐵住金の協力を得て、河
西公園古屋児童遊園地から河
西公園西脇漁港前を折り返す
約４KMのウォーキング大会を行
いました。

４月
河西緩衝緑地
　河西公園

500 300

23

馬とのふれあい体験会

ポニーやサラブレッドとのふれ
あいの場を提供し、インストラク
ター指導による引き馬体験乗馬
を行いました。

１月

河西緩衝緑地
　松江緑地
　　多目的運動広
場

150 120 △ 30

自然観察会
県立自然博物館と共催。公園の
様々な木々の観察と木の実の
収集を行いました。

１１月
河西緩衝緑地
　東松江緑地

0 23

0

事業名 概要 実施期間 会場 予定人員 本年度実績 増減

卒業記念松植樹祭

地域ゆかりの松を絶やさないた
めに、地元自治会及び新日鐵
住金の協力を得て、地元小学校
六年生が卒業記念に、松食虫
に強い抵抗性クロマツを植樹し
ました。

２月
河西緩衝緑地
　河西公園

400 400

5

熱帯植物の寄せ植え
専門講師による教室で、暑さに
強い植物を使い、涼しげな雰囲
気を楽しみました。

６月
河西緩衝緑地
　松江緑地事務所

15 19 4

プリザーブドフラワー
専門講師による教室で、特徴や
作り方を学び、個性的なアレン
ジを楽しみました。

５月
河西緩衝緑地
　松江緑地事務所

15 20

0

工作教室２　「天秤バランス
を作ろう」

親子で創意工夫しながら製作
し、夏休みの思い出ができまし
た。

８月
河西緩衝緑地
　松江緑地事務所

20 14 △ 6

工作教室１　「竹てっぽうで
遊ぼう」

親子で創意工夫しながら製作
し、芝生の上で遊びました。

７月
河西緩衝緑地
　松江緑地事務所

20 20

2

宿根草の植え替えと秋の寄
せ植え

専門講師による教室で、丈夫で
咲き続ける宿根草の植え替え等
を学びました。

１０月
河西緩衝緑地
　松江緑地事務所

15 19 4

多肉植物の寄せ植え
専門講師による教室で、色・形・
質感の異なるものを組み合わ
せ、賑やかさを楽しみました。

９月
河西緩衝緑地
　松江緑地事務所

15 17

33

クリスマスリース作成（２）
緑地公園内の松ぼっくりや、つ
る等を利用し身近な物で製作し
ました。

１２月
河西緩衝緑地
　西松江緑地
　体育館会議室

15 23 8

クリスマスリース作成（１）
緑地公園内の松ぼっくりや、つ
る等を利用し身近な物で製作し
ました。

１1月
和歌山ビッグ愛
603号室

0 33

5

ハンギングフラワー
専門講師による教室で、空中花
壇ならではのデザインを学ぶ予
定でした。

日程調整が付
かず中止

河西緩衝緑地
　松江緑地事務所

15 0 △ 15

正月の寄せ植え
専門講師による教室で、松竹梅
の三種を中心に構成しました。

１２月
河西緩衝緑地
　松江緑地事務所

15 20



○ 収１事業

⑴ ビッグ愛施設貸与事業
　 下記施設の利用及び利用料金の徴収に関する業務を行いました。

○施設区分｛ホール・展示ホール・会議室（１５室）・附属設備｝
＊利用料金取扱要項は、管理条例及び条例施行規則に定める貸館業務要項に基づく

 　その他施設の利用促進及び施設の管理運営上必要な業務

⑵ 駐車場貸与事業
　 駐車場利用及び利用料金の徴収業務を行いました。

○ビッグ愛南駐車場（３４０台）
○ビッグホエール、ウエーブ中央駐車場（３８６台）
○北駐車場（７４台）

　 定期券、回数券、プリペイドカード、の販売
＊利用料金取扱要項は、管理条例及び条例施行規則に定める貸館業務要項に基づく

⑶ 自動販売機による飲料水等販売事業
　 下記施設に施設利用者の利便性を考慮し、飲料水等の自動販売機を設置。
 　熱中症等の予防と、避難場所に指定されている施設は、災害発生時の飲料水確保を行いました。

○ 県民交流プラザ和歌山ビッグ愛　１５台（うち災害対応２台、共同募金２台、体協１台）
○ 和歌山ビッグホエール　１３台（うち災害対応１台）
○ 武道・体育センター和歌山ビッグウエーブ　４台（うち体協３台、難病支援１台）
○ 河西緩衝緑地　１４台
○ 和歌山県立体育館　５台（うち災害対応３台）
○ 和歌山県立武道館　１台

⑷ 消耗品等販売事業
　 施設利用者の利便性を考慮し、全ての施設においてコピー・FAXサービスを行いました。
　 また、下記施設で施設を利用する際に必要となる用品等の販売や貸出を行いました。

○ 県民交流プラザ和歌山ビッグ愛
養生シート固定用テープ、吊り看板、立て看板、会場設営
テーブルクロス、展示ホール光回線、机、椅子、円卓、仮設電源　等

○ 和歌山ビッグホエール・武道・体育センター和歌山ビッグウエーブ
ビニールラインテープ、ポリラインテープ、養生シート固定用テープ
会場設営、仮設電源、臨時ガス使用、臨時水道使用　等

○ 和歌山県立体育館
ビニールラインテープ、ポリラインテープ　等

⑸ 体育器具貸出事業
　利用者の準備物不足や練習の効率化を図ってもらうためラケットや卓球マシン等の体育器具の
貸出を行いました。

　 会議室等及び駐車場の貸与・自動販売機や物品販売に関する事業



貸　借　対　照　表

平成 27年3月31日現在 （単位　：　円）
科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産
　　　　現金預金  302,221,928  31,446,565  270,775,363
　　　　未収金  8,710,100  4,384,693  4,325,407
　　　　有価証券  0  259,987,330 ▲ 259,987,330
　　　　貯蔵品  1,430,944  953,746  477,198
　　　　前払金  3,169,930  2,341,710  828,220
　　　　仮払金  192,511  37,843  154,668
　　　　立替金  119,302  67,341  51,961
　　　流動資産合計  315,844,715  299,219,228  16,625,487
　２．固定資産
　　(1) 特定資産
　　　　運営資産  66,000,000  66,000,000  0
　　　　役員慰労金引当資産  1,318,400  639,400  679,000
　　　　退職給付引当資産  61,823,202  67,699,933 ▲ 5,876,731
　　　特定資産合計  129,141,602  134,339,333 ▲ 5,197,731
　　(2) その他の固定資産
　　　　建物  19,825,940  20,825,758 ▲ 999,818
　　　　建物付属設備  1,720,384  2,121,827 ▲ 401,443
　　　　構築物  8,980,235  10,056,481 ▲ 1,076,246
　　　　車両運搬具  1,652,448  1,234,845  417,603
　　　　什器備品  2,720,931  4,271,566 ▲ 1,550,635
　　　　電話加入権  152,880  152,880  0
　　　　投資有価証券  30,136,800  30,215,850 ▲ 79,050
　　　　ソフトウェア  922,250  1,571,731 ▲ 649,481
　　　その他の固定資産合計  66,111,868  70,450,938 ▲ 4,339,070
　　　固定資産合計  195,253,470  204,790,271 ▲ 9,536,801
　　　資産合計  511,098,185  504,009,499  7,088,686
Ⅱ　負債の部
　１．流動負債
　　　　未払金  126,004,740  121,037,466  4,967,274
　　　　未払消費税  7,119,100  1,623,200  5,495,900
　　　　未払法人税等  8,089,800  5,627,200  2,462,600
　　　　前受金  16,685,924  18,709,691 ▲ 2,023,767
　　　　預り金  4,356,256  5,200,474 ▲ 844,218
　　　　仮受金  553  1,000 ▲ 447
　　　流動負債合計  162,256,373  152,199,031  10,057,342



貸　借　対　照　表

平成 27年3月31日現在 （単位　：　円）
科　　　　目 当年度 前年度 増　減

　２．固定負債
　　　　役員退職慰労引当金  1,318,400  639,400  679,000
　　　　退職給付引当金  61,823,202  67,699,933 ▲ 5,876,731
　　　固定負債合計  63,141,602  68,339,333 ▲ 5,197,731
　　　負債合計  225,397,975  220,538,364  4,859,611
Ⅲ　正味財産の部
　１．指定正味財産
　　　　寄付金  66,000,000  66,000,000  0
　　　指定正味財産合計  66,000,000  66,000,000  0
　　　　（うち基本財産への充当額）  0  0  0
　　　　（うち特定資産への充当額）  66,000,000  66,000,000  0
　２．一般正味財産  219,700,210  217,471,135  2,229,075
　　　　（うち基本財産への充当額）  0  0  0
　　　　（うち特定資産への充当額）  0  0  0
　　　正味財産合計  285,700,210  283,471,135  2,229,075
　　　負債及び正味財産合計  511,098,185  504,009,499  7,088,686



正味財産増減計算書内訳表

平成 26年4月1日から 平成 27年3月31日まで （単位　：　千円）

公１事業 公２事業 共通（公益） 小計 収１事業 共通（収益） 小計
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　(1) 経常収益
　　　　特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 594 594
　　　　事業収益 368,493 107,753 0 476,246 318,080 0 318,080 0 794,326
　　　　受取補助金等 1,171 0 0 1,171 0 0 0 0 1,171
　　　　受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 18 18
　　　　雑収益 0 0 0 0 0 0 0 217 217
　　　　経常収益計 369,665 107,753 0 477,417 318,080 0 318,080 830 796,327
　　(2) 経常費用
　　　　事業費 391,262 109,217 0 500,479 283,305 0 283,305 0 783,784
　　　　管理費 0 0 0 0 0 0 0 2,146 2,146
　　　　経常費用計 391,262 109,217 0 500,479 283,305 0 283,305 2,146 785,930
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 -21,597 -1,465 0 -23,062 34,775 0 34,775 -1,316 10,398
　　　　投資有価証券評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 -79 -79
　　　　評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 -79 -79
　　　　当期経常増減額 -21,597 -1,465 0 -23,062 34,775 0 34,775 -1,395 10,319
　２．経常外増減の部
　　(1) 経常外収益
　　　　経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　(2) 経常外費用
　　　　経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　　他会計振替額 0 0 17,388 17,388 0 -17,388 -17,388 0 0
　　　　税引前当期一般正味財産増減額 -21,597 -1,465 17,388 -5,674 34,775 -17,388 17,388 -1,395 10,319
　　　　法人税・住民税及び事業税 0 0 0 0 8,090 0 8,090 0 8,090
　　　　当期一般正味財産増減額 -21,597 -1,465 17,388 -5,674 26,686 -17,388 9,298 -1,395 2,229
　　　　一般正味財産期首残高 -46,142 -2,115 22,071 -26,187 43,906 -22,071 21,836 221,822 217,471
　　　　一般正味財産期末残高 -67,739 -3,580 39,458 -31,861 70,592 -39,458 31,134 220,427 219,700
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 18 18
　　　　一般正味財産への振替額 0 0 0 0 0 0 0 -18 -18
　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 66,000 66,000
　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 66,000 66,000
Ⅲ　正味財産期末残高 -67,739 -3,580 39,458 -31,861 70,592 -39,458 31,134 286,427 285,700

科　　　　目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 　合　　計



１　重要な会計方針

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　　①　満期保有有価証券

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　最終仕入原価法によっている。

(3) 固定資産の減価償却の方法

　　①　有形固定資産

　　　定率法によっている。ただし建物については定額法によっている。

　　②　無形固定資産

　　　定額法によっている。

(4) 引当金の計上基準

　　役員退職慰労引当金　

　　　役員の退職慰労給付に備えるため、当事業年度末における退職慰労給付債務に基づき、　

　　当期末において発生していると認められる額を計上している。

　　退職給付引当金　

　　　職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務に基づき、　

　　当期末において発生していると認められる額を計上している。

(5) 消費税等の会計処理

　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。　

２　運営資産及び特定資産の増減額及びその残高

　　運営資産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円)

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

運営資産

　投資有価証券 65,666,255 10,500 65,676,755

　定期預金 333,745 10,500 323,245

小　　　計 66,000,000 10,500 10,500 66,000,000

特定資産

　役員退職慰労引当資産 639,400 679,000 1,318,400

　退職給付引当資産 67,699,933 7,584,794 13,461,525 61,823,202

小　　　計 68,339,333 8,263,794 13,461,525 63,141,602

合　　　計 134,339,333 8,274,294 13,472,025 129,141,602

計算書類に対する注記 



３　運営資産及び特定資産の財源等の内訳

　　運営資産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 (単位：円)

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

運営資産

　投資有価証券 65,676,755 (65,676,755) (0) －

　定期預金 323,245 (323,245) (0) －

小　　　計 66,000,000 (66,000,000) (0) －

特定資産

　役員退職慰労引当資産 1,318,400 (0) (0) (1,318,400)

　退職給付引当資産 61,823,202 (0) (0) (61,823,202)

小　　　計 63,141,602 (0) (0) (63,141,602)

合　　　計 129,141,602 (0) (0) (63,141,602)

４　担保に供している資産はない。

５　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

  　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円)

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物 27,674,944 7,849,004 19,825,940

建物付属設備 8,213,405 6,493,021 1,720,384

構築物 22,506,097 13,525,862 8,980,235

車両運搬具 4,813,810 3,161,362 1,652,448

什器備品 58,267,300 55,546,369 2,720,931

機械及び装置 268,800 268,800 0

合　　計 121,744,356 86,844,418 34,899,938

６　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

(単位：円)

科　　　目 帳簿価額 時　　価 評価損益

利付国債　60回 19,747,200 21,774,000 2,026,800

利付国債　329回 24,937,325 26,065,000 1,127,675

国庫短期証券　460回 49,981,500 49,995,000 13,500

大阪府公募公債　71回 9,996,000 10,063,890 67,890

合　　計 104,662,025 107,897,890 3,235,865



附属明細書

１　特定資産の明細
（単位：円）

区分 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額

特定資産

 24,937,325  0  0  24,937,325

 19,747,200  0  0  19,747,200

 20,981,730  20,992,230  20,981,730  20,992,230

 333,745  0  10,500  323,245

 66,000,000  20,992,230  20,992,230  66,000,000

 639,400  679,000  0  1,318,400

 639,400  679,000  0  1,318,400

 28,974,770  14,600  100  28,989,270

 9,996,000  0  0  9,996,000

 19,995,300  0  19,995,300  0

 4,741,935  0  4,741,935  0

 426,242  0  426,242  0

 3,565,686  0  723,154  2,842,532

 0  19,995,400  0  19,995,400

 67,699,933  20,010,000  25,886,731  61,823,202

 134,339,333  41,681,230  46,878,961  129,141,602

２　引当資産の明細

　役員退職慰労引当金
（単位：円）

目的使用 その他

 639,400  679,000  0  0  1,318,400

　職員退職給付引当金
（単位：円）

目的使用 その他

 67,699,933  7,584,794  13,461,525  0  61,823,202

　定期預金　(紀陽/東和歌山)

資産の種類

運営資産

　利付国債

　利付国債

　国庫短期証券

　定期預金　(紀陽/東和歌山)

運営資産　計

役員退職慰労引当資産

　定期預金　(紀陽/東和歌山)

役員退職慰労引当資産　計

職員退職給付引当資産

　国庫短期証券

　大阪府公募公債

　国庫短期証券

　定期預金　(紀陽/東和歌山)

　定期預金　(紀陽/東和歌山)

　定期預金　(紀陽/東和歌山)

職員退職給付引当資産　計

特定資産合計

科目 期首残高 当期増加額

職員退職給付引当金

期末残高

役員退職慰労引当金

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高

当期減少額



財産目録

平成27年3月31日現在 （単位：円）

場所・物量等 　使用目的等 金　　額

(流動資産)

現金預金  302,221,928

未収金 収1事業　受託販売手数料 他  8,710,100

貯蔵品 消耗品　他
公１・収１事業　施設貸与事業に係
る在庫

 1,430,944

前払金 保険料　他
公１事業　スポーツ教室等に係る
補償保険料　他

 3,169,930

仮払金 労働保険料  192,511

立替金 立替金　ビッグ
収１事業　施設貸与事業に係る光
熱水費

 119,302

 315,844,715

(固定資産)

特定資産

運営資産  66,000,000

役員慰労金引当資産  1,318,400

退職給付引当資産  61,823,202

その他固定
資産

建物  19,825,940

建物付属設備  1,720,384

構築物  8,980,235

車両運搬具  1,652,448

什器備品  2,720,931

電話加入権  152,880

投資有価証券 大阪府公募公債  30,136,800

ソフトウェア  922,250

 195,253,470

 511,098,185

(流動負債)

未払金  126,004,740

未払消費税  7,119,100

未払法人税等  8,089,800

前受金  16,685,924

預り金  4,356,256

仮受金 公１事業　過誤徴収分  553

 162,256,373

(固定負債)

役員退職慰労引当金 役員分 役員の退職慰労金の引当金  1,318,400

退職給付引当金 職員分 職員の退職給付金の引当金  61,823,202

 63,141,602

 225,397,975

 285,700,210

　　  負債合計

　　  正味財産

貸借対照表科目

流動資産合計

固定資産合計

　　  資産合計

流動負債合計

固定負債合計


